
交通講話の内容

１ テーマ

交通安全の価値を考える

２ 講話の骨子

(1) 安全運転が難しい理由

交通安全については、誰もが子どもの頃から聞かされています。そして、ドライバ

ーとして安全運転が大事であることは十分に知っています。しかし、実際にはそれが

できず、事故は減らず、死亡事故はなくなりません。

安全運転の重要性は誰もが知っているはずなのに、それができない理由について考

えてみます。

(2) 交通事安全活動の目的と価値

企業・事業所が取り組む「交通安全活動（交通事故防止活動）の目的と価値」につ

いて考えてみます。

そもそも「価値」とは、自ら認めるものであって、人から与えられるものではあり

ません。そのため、交通安全活動が効果を上げるためには、個々人の価値観に働きか

けて安全運転に関する価値観を共有し、それによって運転行動に変化を与えることが

必要です。

更に、企業として交通安全活動に取り組むことの価値について、組織管理の側面か

ら考えます。

(3) 交通環境の現状と課題

① 自動車安全機能の急速な進化とリスク・ホメオスタシス理論

⇒ ドライバー心理（意識）の重要性

※ 自動車の安全機能が急速に進化する今日こそ、交通事故を半減させ、死亡事故

を無くすために必要なものとは、私たちドライバー自身の安全意識です。

② 法改正

・ 「ながら運転」、「あおり運転」の罰則強化

(4) 過失の程度と結果の重大性

○ 滋賀県大津市の事故(R1.5.8)

○ 千葉県八街市の事故(R3.6.28)

※ 過失の程度と結果の重大性は比例しない

(5) その他の課題

○ 警察による交通違反取締活動の目的と効果

・ 横断歩行者妨害違反

・ 一時停止場所不停止違反

○ 交通安全の「安全」、「交通安全の価値」とは？


